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【論文要旨】

本研究は，化学療法を受けている膵臓がん患者の健康関連 QOL の特徴を明らか 

し，栄養に関連する指標および食の苦悩の実態との関連を検討することを目的

とした．同意の得られた 33 名に自記式質問紙調査，診療録調査を行い，基本属

性，診療関連情報，栄養に関連する指標（血清アルブミン値，CONUT 変法等），

食の苦悩，Functional Assessment of Cancer Therapy-Hepatobiliary（以下

FACT-Hep）を用いて QOL を評価した．分析は FACT-Hep の平均値で高低 2群に分

類し，他の変数との関連について統計的に検討した．その結果，FACT-Hep を構

成する HCS が高い患者は血清アルブミン値も有意に高く，FACT-Hep の低い患者

は食の苦悩が有意に高いことが示された．以上から，化学療法中の膵臓がん患

者の QOL の向上には，食の苦悩に対する取り組みが必要とされることが示唆さ

れた． 
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